TOEIC演習を利用したボトムアップ処理に基づく聴解力強化のためのe-learning教材の開発 by 湯舟 英一 et al.
TOEIC演習を利用したボトムアップ処理に基づく聴
解力強化のためのe-learning教材の開発
著者 湯舟 英一, 峯 慎一, 國分 有穂



















筆者らの勤務する東洋大学総合情報学部では、2 年次の英語必須科目であるEnglish for TOEIC H に
おいて、英語コミュニケーション能力の基盤スキルであるボトムアップ処理による聴解力の習得を目





ャング・シャドーインク」（神田他, 2010 ； 湯舟, 2010 ）によるネオボトムアップ理解を促す訓練を
奨励する。ネオボトムアップ理解とは、音素、音節、単語等の要素によるボトムアップ処理でなく、
数語からなるチャングの枠組みを処理単位とすることで効率的な理解を可能にするものである（門
田,  2006）。チャングとは、音と意味が一体になった単位で、多くは2 秒前後の音と意味の連なりで
あり、一つ以上の韻律を包含する認知単位である（田淵、湯舟, 2010 ； 2011）。そして、チャングの
中では、文字には現れてこない様々な音声変化が起こり、この変化した音をそのまま覚えることがネ
オボトムアップ理解の基盤となり、全体的リスニング能力の上達につながると考えられる。
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主語とbe 動詞や助動詞が縮約されたもの(e.g.  I've,he's,you're, who's, we'll, that'll)と，be 動 詞や
助動詞の否定形(e.g.  won't,mustn't, hadn't) がある。とりわけyou're, who's, they're, won't などは，your,







単 語 の 最 後 が 子 音 で 終 る 語 の後 に母 音 で 始 まる 語 が 続 き、 そ れ らが 意 味 の 塊 にな っ て い る と き に 起
こ り や すい 。 日 本 語 で は 、50 音 が 音 節 の 単 位 で あ り 、 撥 音 の 「ん」 を 除 い て 子 音 で 音 節 が 終 る こ と
は な い 。 一 方 、 英 語 は 閉 音 節 が 多 く子 音 で 終 る 語 が 圧 倒 的 に多 い た め 音 連 結 の 頻 度 も 多 い 。 と り わ
け 、 英 語 句 動 詞 に は 注 意 が 必 要で あ る 。 句 動 詞 で 使 わ れ る 動 詞 の ほ と ん ど が 一 音 節 の 閉 音 節 で あ り
（e.g.
 come,  get, give, have, make,  set, take, run）、 逆 に副 詞 や前 置 詞 は母 音 で 始 ま る もの が 多 い た め （e.g.in,
 out, on, off, out, up, at）多 く の句 動 詞 が 音 連 結 を含 んで い る 。 ま た、 日 本 語 の 「 ん
」 は 「金 運 、 田
園」 の よ う な 語 で は［n］で 発 音 さ れ な い た め 、 学 習 者 は 一 般 にan apple の よ う な連 結 の 聞 き取 りお よ び
発 音 が 苦 手 で あ る 。 そ こ で 、 日 本 語 に も 「云 々 、 安 穏 、 銀 杏 、 因 縁 」 な ど の ナ 行 連 音 は 昔 か ら 存 在
し、 身 近 な 音 声 現 象 であ るこ と を認 識 させ る の も一 案 で あ る 。
1。3　無開放破裂音









ニングに影響を与える。例えば、Nice to meet  you。における［tト ［j］→ 町 ］、Woulcしyou における










2 。共通 テキス トの開発
筆者らは2012 年、TOEIC 問題を利用して英語音声変化の聞き取り練習ができるBottom Up Listen-ing for










そのUnit のTOEIC 演習から抜粋したディクテーション問題を10 題配置した。ポイントとなる音
声変化を含む箇所が空所になっている。
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Vocabulary
そのUnit のトピックに関連した重要語句を後続のTOEIC 演習のスクリプトから5 つ抜粋した。適
切な日本語訳を選ぶ形式になっている。
TOEIC Test 演習Part  I －PartF
リスニング・セクションのPart l ～PartF までを10 問にまとめたTOEIC 演習を行う。各問題 は、
そのUnit で扱う音声変化や音声の特徴を大量に含んでおり、問題となる音声変化を正しく聞き取れ







3.   Web 教 材 の 開 発
著 者 ら は 上 記 の 教 材 を 基 に、Adobe 社 のFlash を 用 い て 、e-leaming 教 材 を作 成 し た。 こ の イ ン タラ
クテ ィブ なWeb 教 材 はAdobe 社 のFlash cs 5 を用 い て 作 成 さ れ てお り、Android 系 のモ バ イル 情 報 端
末 で も 利 用 で き る。 教 材 はhttp  /www.planetmedialab.com/TOEIC で 誰 で も 使 用 す る こ とが で き る 。
各 ユ ニ ット に は、 そ の 課 のTOEIC 演 習 問 題 の ス ク リ プ ト の な か で タ ー ゲ ッ ト と なる 音 声 変 化 の 部 分
を 事 前 に デ ィ ク テ ー シ ョ ンし な が ら タ イ ピ ン グ人 力 し て 解 答 を 確 認 し た り 音 読 練 習 が で き るWarm-ing Up 
コ ー ナ ー を設 け 、 本 番 のTOEIC 演 習 に 取 り 組 む前 に 十 分 な音 声 練 習 が で き る よ う 配 慮 し た。
な かで も 、Part 4 Short Talk の 問 題 ス クリ プ ト を 用 い た短 い チ ャ ン グ単 位 で の シ ャ ド ー イ ン ク 画 面 で
は 、150 wpm で 音 読 で きる とGOLD メ ダ ル が 授 与 さ れ る 等 の 工 夫 が 施 さ れ、 楽 し く 自律 学 習 が で き
る と同 時 に、 授 業 で の教 材 音 声 提 示 に 便利 な ツ ー ル に も な っ て い る。
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図2　Vocabulary 画 面
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Part l　Photographs 画面
A ～D のStatement を個別のボタンで聞くことができる。後述のDictation Sheetによる課題への取り
組みが容易になるよう、聞き取れない選択肢だけを何度も聞くことができる。 Web 教材 ならで はの
利点である。
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Part  1 Photographs







Pa 「1 3 short  Conversation
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出現する。 150 wpm で金メダル、120 wpm で銀メダル、90 wpm で銅メダルが授与される。楽しく、
また何度でもトライすることができる。
Shopping
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Part 4 Short Talk
00:15
丿
図5　Part  4　Short Conversation 画面
4 。授業 の方 法
2012 年4 月～7 月、週一回90  分の英語の授業（授業名English for TOEIC n 、2 年次必須科目）に
おいて、PC 教室を利用して、共通教科書Bottom Up Listening for the TOEIC Testを用いた一斉授業、
およびWeb 教材を用いた個別指導と個別学習を行った。なお、教材は2 年生の全9 クラス（1 クラ
ス約30 名）で使用したが、効果測定を行ったクラスは、國分か担当した上位クラス（（TOEIC スコ
ア400 点程度）と湯舟が担当した下位クラス（TOEIC スコア300 点程度）の2 クラスで、PC 教室で
実施しか。とりわけ、Web 教材を利用して以下の活動を行った：
Warming  Up の解答作業とその後のペアワークによる音読速度を競う活動のための音読訓練Part
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ンのHit Parade ListeningのWarm Up Test とReview Test を使用）では，両クラスの平均点において有
意 な成績の伸びが見 られた（上位 クラ ス:6.1 今8.0,  ず＝19,
 1＝4.64, p ＜0.001,  Effect Size r ―0.73
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問1 問2 問3 問4 問ろ問6 問7 問8 問9問10問11問12問13問14問15問16
図7　上位クラスのアンケート結果（TOEIC400 程度）








評価）を実施している。このうち、TOEIC リスニング教材を使用した全2 年生9 クラスのうち、上
述の上位クラスと下位クラスから得られた回答を分析した。その結果、図9 と図10 から明らかなよ
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図9　 上位クラスの授業評価アンケ ート
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【Abstract】
E-leaming material for learning bottom-up listening skills
using TOEIC Test
Eiichi YUBUNE ＊・Shinichi MINE ＊＊・Yuho KOKUBUN ＊＊
159
The authors developed a web-based material powered by Adobe Flash to improve learners' bottom-up listening skills for
the TOEIC test. We report our efforts and innovations in developing the e-leaming material. and discuss the learning outcomes
of chunk-based reading aloud and shadowing training. The classroom practices using the web material were conducted amongtwo classes in different proficiency levels. Statistical analyses of the
pretest and the posttest were conducted for the two types
of classroom instructions. The results show significant improvements in dictation tasks (higher class, フ＜0.001，effect size r=0.73 
； lower class, ≫＜0.001, effect size r＝0.69). Also,  according to the questionnaire, approximately 80%  of students thoughtthe class was interesting and satisfying, and found
the material to be useful.
Keywords : e-learning, TOEIC, sound change, chunk, shadowing
東洋大学総合情報学部では、2 年次の英 語必 須科目であるEnglish for TOEIC II において、英語 コミュニケ ーシ
ョン能力の基盤スキルであるボトムアップ聴解力の習 得のため に共通 テキスト を開発し た。さら に、こ の教 材 を
基にAdobe 社のFlash を用い て、 インタラクテ ィブ なWeb 教材 を作成し た。本論は、共通テ キスト とWeb 教材の
特徴と開発 における工夫について紹介し、さらに2012 年度の前期授 業におい て実際の授 業で試 用した際の学習効
果と授業評価アンケ ートの結果につい て報告す る。事 前・事後テスト による効果 測定 の結果、英語音声 変化を 聞
き取る ディ クテ ーション・テスト におい て、上位 ・下 位両方 の クラス において 有意 な平均点 の伸 びが見 られ た(
上 位 ク ラ ス：d/＝19,  /＝4.64,  ρ＜0.001,  Effect Size ・＝0.73 ； 下 位 ク ラ ス：df＝2l，/'=4.33, p ＜0.001,Effect Size /
・＝0.69)。 また、 全学統一 古式 の授業 評価アンケートで は、 積極的 な授業 参加、教科書 の難易 度の適切
さ、教科書の有用性、授業への興味、授業 の満足度 の5 項 目において、上位 ・下位 クラス ともにおよそ8 割の学
生から、5 件法で4 以上の評価を得た。
キ ーワ ード:e-learning、TOEIC 、音声変 化、チ ャング、シャドーインク
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